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富山大学

１．地域連携の好事例

富山県では古くからアルミニウム産業が盛んで基幹産業となっている。製錬時に二酸化
炭素排出量の大きいアルミニウムの利用に対して環境税等の規制の動きがある一方で、
自動車のEV化により必要とするアルミ部品が大きく変化する等アルミニウムを取り巻く
環境は大きく変化している。
アルミニウムは、リサイクル時の二酸化炭素排出量が鉄よりも大幅に低く、カーボン
ニュートラルに大きく貢献できる素材である。本学では、県内の自治体やアルミ関連企
業と連携して、廃アルミニウムの回収から高付加価値リサイクルアルミへの転換、再利
用を基軸とした完全資源循環システムを構築し、素材産業による活力あふれる循環型地
域社会の実現を目指した産学官連携研究事業を推進している。

火山国である日本は世界第３位の地熱資源ポテンシャルを持っており、その中でも富
山県は国内で有数の地熱ポテンシャルを持っている。
しかし、地熱資源が存在する場所の多くが自然公園である事や地熱発電特有のシリカ
スケールの問題等から、地熱資源活用が政府の計画に比して進んでいない。そのよう
な中、2050年のカーボンニュートラルに向けて、規制改革実施計画等により地熱発電
等の導入拡大に向けた規制改革を政府として実施する等、これまでボトルネックと
なっていた規制が解除され、これから急激に地熱資源活用が活発となることが想定さ
れる。
本学では、シリカスケールの問題を解決するべく研究を進めるとともに、スケールモ
ニタリング技術の開発を通して、富山県内における地熱資源活用を推進している。
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① アルミニウムにおける完全資源循環の実現

② 富山県内における地熱資源活用の推進

A.イノベーション ③技術

D.地域資源 ①地域再エネ
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大学ロゴ富山大学
２．地域連携における課題
・取組みの持続性
地域との連携を推進するには、大学と地域を繋ぐコーディネート人材の活躍が欠かせな

い。そのためには、専門的な知見を持ち、社会科学、デザイン、建築といった地域づくり
の基礎となる領域をバランスよく融合し、それを地域の特性に即して地域をデザインする
ことのできる人材を育成し、地域に定着させるシステムづくりが求められる。大学全体を
あげたヒト・モノ・カネ・時間の投入、人文社会科学から自然科学まで各学部が持つ専門
性によるサポートも不可欠である。

・取組みに対する効果分析
地域におけるカーボンゼロの既存の好事例について、可能な限り多くの関係者へのアン

ケート調査等を行い、成功の要因や構造を研究・分析して、エビデンスを蓄積することが
重要である。そうすることでより効率的に、優良で効果のある取組みを横展開することが
可能になる。

・ネットワークづくり
本学では、「大学コンソーシアム富山」による県内高等教育機関の連携、「地（知）の

拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」（平成27年度から令和元年度）等、地域との
ネットワークを構築している。これまで構築してきたネットワークを今後継続して管理・
運営し、今後も「とやまゼロカーボン推進宣言」を行った富山県や「ゼロカーボンシ
ティ」を表明した富山市をはじめとする地域と大学をつなぐと同時に、大学内においては
各学部が参加する地域連携のシステム構築が求められる。
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３．その他特徴的な取り組み

４．地域ゼロカーボンワーキンググループに期待すること、幹事機関・事務局へのリクエスト
各地域の取組みを通じて出された課題等を共有し、議論・発信する場となること、また、各地域の優良事例
を情報共有し、地域ゼロカーボンにつながる場になることを期待する。

５．地域ゼロカーボンワーキンググループへの意気込み・積極的な一言
本WGにおいて，参加大学が横のつながりを密にし，連携が実働につながる流れを 作ることが重要だと考え
る。本WGに参加することを通して自らつながりを作っていきたい。

環境マスコットキャラクター
平成22年度、本学の環境配慮活動の活
性化と推進を目的として、環境マス
コットキャラクターの募集を行い、3
キャラクターが誕生した。

富山大学環境塾
学生や教職員、一般市民まで
幅広い方面の方々と環境問題
を考え、交流する場として、
平成19年度から年1回開催して
いる。

富山新港火力発電所の見学（第13回）（令和元年度）

富山市「コンパクトシティ」
LRT（Light rail Transit）等公共交通機関の充実、
まちなか居住の促進、中心市街地の活性化等,コン
パクトなまちづくりによる低炭素社会の実現に市
をあげて取り組む。
本学はこの取組みに構想段階から関わっている。

高齢者歩行補助車
「まちなかカート」

富山ライトレール
「ポートラム」
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